
建設大臣 現場・業者・工種の設定につきまして 

 

この資料では、建設大臣の現場コード・工事コード・工種コードのマスター登録方法と、設

定方法につきましてご説明いたします。 

 

 

1. マスター出力 

各コードのマスターの出力は「61.マスター登録」を選択するとサブメニュー画面が表

示されます。 

現場コードの場合は「21.現場登録［個別］」、 

業者コードの場合は「25.業者登録［個別］」、 

工種コードの場合は「24.工種登録」を選択します。 

 

※HAYAWAZAでは、建設大臣との自動連動は行いませんので、新規登録後もコード

が増えるたびに登録が必要となります。 

 

 

 



※今回は現場コードの出力で説明します。業者コード、工種コードの出力は必要に応じて

行ってください。 

 

「21.現場登録［個別］」を選択すると、以下の画面が表示されるので、「F２.出力」を選択

します。 

 

 

 

現場指定を「全範囲」にして「ファイル出力」をクリックすると、ファイル出力画面が表示

されます。 

 



出力タイプ：ASCI出力 

出力ファイル名：ファイル名変更をクリックすると保存先選択画面が表示されますので、必

要に応じて選択してください。 

区切り文字：カンマ 

 

条件を設定して「OK」をクリックするとマスター出力が実行されます。 

 

 

 

  



2. マスター登録 

HAYAWAZAⅩで事業所を開きます。 

「設定」＞「建設大臣マスタデータの登録」を選択すると以下の画面が表示されま

す。 

 

 

 

 



 
 

 

マスターファイル種別 

勘定科目・補助科目・部門・現場コード・業者コード・工種コードが選択できます。 

登録するデータの種類を選択してください。 

 

処理オプション 

「現在のマスタデータを無効にせず、新しいデータを追加する」にチェックを入れない場

合、過去にマッチングで紐づけをしたデータも無効になります。 

追加データがある場合は、「現在のマスタデータを無効にせず、新しいデータを追加す

る」にチェックを入れてから登録をしてください。 

 

 

 

「ファイルをここにドロップ」のエリアにデータをドロップすると、データのファイル

選択画面が表示されます。 

 

 

画面上部にはドロップしたデータファイルが一覧で表示され、画面下部にマスタデータの

プレビューが表示されます。複数のデータをドロップした場合は選択下マスタデータファ

イルの内容がプレビュー画面に表示されます。 



 

ファイル一覧でチェックをつけたデータが登録の対象となるので、必要なデータにチェッ

クをつけます。 

 

データファイルのチェックをつけ、「登録する」を選択すると、確認画面が表示される

ので、「はい」を選択します。 

選択すると、マスターファイルの登録が開始され、終了時に登録結果が表示されます。 

「OK」をクリックすると、マスター登録は完了です。 

 

  



 

3. 現場・業者・工種コードの設定について 

各コードは、HAYAWAZAで設定をすることで、摘要として読み込んだ文字列を現場

コード・業者コード・工種コードとして建設大臣への書き出しが可能になります。 

 

HAYAWAZAⅩで事業所を開きます。 

今回は現場コードで説明をします。 

「設定」＞「現場一覧の管理」を開きます。 

 

 

 

 

 



 

以下の画面が表示されるので、「設定」のタブを開きます。 

この画面で、パターンごとに摘要として取り込んだ文字列を、現場コードとして出力す

る設定をします。 

 

パターン名を選択し、「摘要の関連付け」の「上記の選択されているパターンの右の摘

要を現場情報と関連付ける」のプルダウンから現場コードが取り込まれる摘要を選択

します。 

「設定する」をクリックすると登録できます。 

 

 

 

 

※設定後も、選択した摘要は、摘要の文字列としても書き出されます。 

必要のない場合は、設定＞書き出しの設定より、パターンごとの摘要の出力の設定を

設定するか、 

書き出しごとに、書き出しの画面で必要のない摘要のチェックを外してください。 

 

  



 

設定＞書き出しの設定＞パターンごとの設定画面 

パターンと設定一覧より、設定したいパターンを選択し、書き出さない摘要にチェック

を入れてください。 

 

 

書き出し画面 

書き出し時、摘要への書き出しオプションで不必要な摘要のチェックを外してから書

き出しをお願いいたします。 



 

  



 

4. マッチングについて 

各コードはコンバート時に自動的にマッチングがされますが、取り込んだ摘要に不必

要な文字列が入っている場合など HAYAWAZA が自動で判断できないものは、手動

でマッチングする必要があります。 

「設定」＞「現場一覧の管理」を開き、「マッチングリスト」のタブを開きます。 

 

 

 

 

「一覧の更新」をクリックすると、摘要として取り込んだ文字列と現場コードの紐づけ

ができなかったデータが表示されます。（表示されない場合は、すべてマッチングされ

ています） 

 

摘要文字：取り込んだ文字列 

現場情報：建設大臣から出力されたマスタデータ 

 

この画面で紐づけを行います。 

空欄になっている現場情報をクリックするとプルダウンでリストが表示されますので

必要なデータを選択します。セルに文字列を打ち込んで検索も可能です。 

 

マッチングが終了したら、「上記の修正を反映する」をクリックします。 



以上でマッチングは完了です。 

マッチングの修正は、「現場情報マッチングリスト」のタブより行います。 

 

 

修正したい設定を選択し、ダブルクリックで以下の画面が開きます。 

 

変換先のリストより、修正したいコードを選択し、「登録する」をクリックします。 

これで修正は完了です。 

 



 

書き出しについて 

 

建設大臣版 HAYAWAZA では、マッチングがされていないコードがある場合書き出

しができません。 

書き出しボタン（上部赤色）をクリックして以下の画面が表示されるときは、 

摘要の文字列とコードが紐づいておりません。 

 

 

 

 

 

「はい」を選択すると、マッチングされていない摘要の一覧が表示されます。 

「いいえ」を選択すると、書き出しの処理を中止します。 

 



 

 

確認後、マッチングされていない摘要一覧から、摘要文字に紐づくコードを紐づけし、

「上記の修正を反映する」をクリックします。 

全てのマッチングが済みましたら、再度書き出しのボタンより、書き出しの処理をして

ください。 

 

 

以上 


